
ミナモ通信
コロナ社会の災害への備え 
避難所の新型コロナウイルス感染症対策

近年、気候変動などにより未曽有の大規模災害が頻発しています。新型コロナウイルス感染症が身近に潜む
コロナ社会では、災害が起きたときに開設する避難所でも、感染症対策を行う必要があります。そのために
は、従来よりも広いスペースが必要となり、避難所の不足が懸念されています。感染症のリスクを抑えながら災
害から命を守るために、日頃からできる備えと、知っておきたい避難所の変更点についてご紹介します。 
■問／県庁防災課 ☎058（272）1125 

今すぐお気に入り登録しておこう！ 豪雨による災害が発生しています

□浸水害や土砂災害などの危険箇所を表示したハザードマップなどを使い、
もう一度身近に潜む災害のリスクを確認しましょう。 

□自宅の上層階への垂直避難や親戚・友人の家への避難など、
避難所以外への避難 ができるかどうか考えてみましょう。 

□避難所の生活で必要となるものを準備しましょう。
マスク、石鹸・消毒液、体温計、服薬中の薬など） （

□

避難所に入る前に、検温と健康状態チ ェックカードを使って
発熱や体調不 良のない方とある方を分離します。それぞれ
「居住スペース」と「専用スペース」 に分けて誘導することで、
避難所内に感染が広がることを防ぎます。 

発熱や体調不良のない方が生活するスペースです。 前後左
右2メートルの間隔の確保や、高さ2メートル程度のパーティ
ションの設置によって3 密を回避します。

 発熱や体調不良のある方とその家族が医療機関 を受診する
まで待機するスペースです。高さ 2メートル程度のパーティ
ションなどで飛沫感染を防ぎます。 
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YouTube
「災害から命を守る岐阜県民運動」

公式チャンネル
コロナ社会では、避難所以外
の安全な場所で避難してい
ただくことも必要になります
が、自分の命を守るためには、
躊躇なく避難してください。
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